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本栖湖からの富士山（旧千円札の裏面撮影地） 
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Ⅰ 身延町の概要 

 

１ はじめに 

 本町は山梨県の南部に位置し、平成１６年９月１３日、下部町、中富町、身延町

の３町が合併して、新たに身延町として発足しました。町の北には西嶋和紙の里が、

南には身延山久遠寺が、東には下部温泉郷や富士五湖の一つである本栖湖がありま

す。特産品には、令和４年３月３１日に地理的表示（GI）保護制度に県内の農産物

で初めて登録された「あけぼの大豆」をはじめ、「ゆば」、「竹炭」、「南天」、「西嶋

和紙」、「手作りみそ」、「しいたけ」、「緑茶」などがあります。 

 町の面積は、３０１．９８平方キロメートルで山梨県の面積の６．８％を占めて

います。町の中央を日本三大急流の一つである富士川が北から南に流れ、この富士

川に大小の支流が注いでいます。富士川を挟んで東西にはそれぞれ急峻な山岳地帯

が連なり、これらの山々は町面積の約８割を占める森林に覆われており、本町を特

徴づける緑豊かな景観を形成しています。平坦地は富士川沿いと支流の中・下流域

に帯状に分布し、市街地や集落、農用地として利用されていますが、その面積は小

さく、宅地面積は町面積の１．２％、農用地面積は１．７％に過ぎません。 

  令和２年の国勢調査における本町の人口は、１０，６６３人、世帯数は、４，５

８８世帯、１世帯当たりの人員は２．３２人（県平均２．３９人）となっています。 

  人口、世帯数ともに年々減少が続き、令和２年国勢調査による年齢別人口の構成

比は、０歳から１４歳までが６．２％、１５歳から６４歳までが４５．９％、６５

歳以上が４７．５％となっており、山梨県全体との数値（０歳～１４歳：１１．６％、

１５歳～６４歳：５７．３％、６５歳以上：３１．１％）と比較すると、高齢化が

進んでいることがうかがえ、高齢化率は県下２７市町村で最も高い数値となってい

ます。 

 

 

２ 人口・世帯数 

 人口＝９，２８７人、世帯＝４，８２７世帯 （令和８年４月１日現在 住民基本台帳） 

 

参考（国勢調査） ※年齢別の数値は、年齢不詳者を除いています。 

年 度 平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 

人 口 19,570 18,021 16,334 14,462 12,669 10,663 

0～14 歳 2,658 2,195 1,656 1,254 868 665 

15～64 歳 11,156 9,845 8,697 7,515 6,321 4,898 

65 歳以上 5,756 5,981 5,979 5,693 5,434 5,065 

高齢化率 29.4％ 33.2％ 36.6％ 39.4％ 42.9％ 47.5％ 

世帯数 6,610 6,382 5,931 5,593 5,211 4,588 
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３ 財政 

（１）令和８年度各会計当初予算           ※各会計端数切り捨て 

 

（２）令和 6 年度一般会計決算状況及び各種指標など 

歳 入 総 額 １０７億５６００万円 標 準 財 政 規 模 ６０億７４４６万円 

歳 出 総 額 ９９億４３７１万円 実 質 収 支 比 率  １２．９％ 

歳入歳出差引額 ８億１２２９万円 経 常 収 支 比 率 ７９．５％ 

翌年度繰越財源 ３１４５万円 財 政 力 指 数 ０．２６ 

実 質 収 支 額 ７億８０８４万円 公債費負担比率 １６．５％ 

単 年 度 収 支 額 △３０７７万円 実質公債費比率 ０．３％ 

基準財政収入額 １４億４１３５万円 地 方 債 現 在 高 ７３億５２０２万円 

基準財政需要額 ５５億０２３１万円 基 金 現 在 高 ６６億６６０２万円 

※水色の部分には令和６年度決算の数値が入っている。 

会    計    名 令和８年度予算額 （参考）令和７年度 

一般会計 ９２億４６００万円 ９２億８１００万円 

国民健康保険特別会計 １４億４５７６万円 １５億１４０９万円 

後期高齢者医療特別会計 ５億２３６８万円 ５億１９０４万円 

介護保険特別会計 ２１億３０４２万円 ２１億４７８４万円 

介護サービス事業特別会計 １２９３万円 １３３９万円 

下部奥の湯温泉事業特別会計 ７６７万円 ９９３万円 

財産区（１２会計） ６２２万円 ５３５万円 

水道事業会計  ※総支出額 ９億９３０６万円 ９億３２６９万円 

下水道事業会計 ※総支出額 ６億８２０１万円 ６億９９２８万円 
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Ⅱ 議会 

 

１ 議員 

（１）議員数                  （令和８年４月１日現在） 

法定数  － 人 条例定数  １２人 現員数  １２人 

 

（参考）議員定数見直しの経過（平成 16 年 9 月 13 日町合併以降） 

時  期 定 数 備  考 

平成 16（2004）年  9 月 42 名 合併特例 

平成 17（2005）年 11 月 20 名 初回改選時 

平成 21（2009）年 11 月 16 名 改選時 

平成 25（2013）年 11 月 14 名 改選時 

令和 ７（2025）年 11 月 12 名 改選時 

 

（２）前回議員任期：令和３年１１月１日～令和 ７年１０月３１日 

   今回議員任期：令和７年１１月１日～令和１１年１０月３１日 

 

（３）党派別議員数               （令和８年４月１日現在） 

区 分 無所属 日本共産党 計 

男 １２ 0 １２ 

女   ０ ０  ０ 

計 １２ ０ １２ 

 

（４）年齢別議員数                 （令和８年４月１日現在） 

区分 ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～ 計 

男 １ １ １ ６ ３ 1２ 

女 0 0 0 ０ ０  ０ 

計 １ １ １ ６ ３ １２ 

 

（５）当選回数別議員数             （令和８年４月１日現在） 

区分 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 計 

男 ３ ６ ２ １ ０ ０ ０ 1２ 

女 0 0 0 0 0 ０ ０  ０ 

計 ３ ６ ２ １ ０ ０ ０ 1２ 
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２ 委員会 

（１）常任委員会                （令和８年４月１日現在） 

委員会名 
委員数 

（定数） 
所  管  事  項 

総 務 産 業 建 設 

常 任 委 員 会 

6 人 

（６人） 

総務課、企画政策課、交通防災課、財政課、税

務課、会計課、産業課、観光課、建設課、土地

対策課、施設整備課及びその他の委員会に属さ

ない町政一般事項に関する事務の調査並びに

議案、請願及び陳情等の審査をつかさどる。 

◎委員長：佐野知世、副委員長：羽賀勝之 

 委 員：遠藤公久、上田孝二、伊藤雄波、 

     佐野 昇 

教育厚生常任委員会 
５人 

（６人） 

町民課、福祉保健課、子育て支援課、環境課・

上下水道課、教育委員会に関する事務の調査並

びに議案、請願及び陳情等の審査をつかさど

る。 

◎委員長：山下利彦、副委員長：遠藤一彦 

 委 員：市川 司、深山光信、望月 俊 

予算決算常任委員会 
１１人 

（１２人） 

予算及び決算に関する審査をつかさどる。 

◎委員長：佐野 昇、副委員長：市川 司 

 委 員：議長を除く全議員 

 

（２）議会運営委員会  ６人（各常任委員長３人と広報編集委員長、他２人） 

※正副議長常時出席 

◎委員長：伊藤雄波、副委員長：上田孝二 

委 員：佐野知世、深山光信、佐野 昇、山下利彦 

 

（３）議会広報編集委員会  ６人 

◎委員長：深山光信、副委員長：市川 司 

委 員：佐野 昇、羽賀勝之、望月 俊、遠藤一彦 

 

（４）飯富病院組合議会議員  5 人 

議 員：伊藤雄波、市川 司、佐野 昇、山下利彦、望月 俊 

 

（５）早川町・身延町・南部町医療事務組合議会議員  ３人 

議 員：遠藤公久、深山光信、遠藤一彦 
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（６）峡南広域行政組合議会議員  2 人 

議 員：佐野知世、遠藤一彦 

 

（７）峡南衛生組合議会議員  ４人 

議 員：遠藤公久、上田孝二、深山光信、羽賀勝之 

 

（８）山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員  １人 

議 員：市川 司 

 

（９）山梨西部広域環境組合議会議員  １人 

議 員：遠藤一彦 

 

（１０）切坂山恩賜県有財産保護組合議会議員  ３人 

議 員：伊藤雄波、佐野知世、望月 俊 

 

（１１）監査委員  １人 

議 員：上田孝二 



 7 / 18 
 

 

３ 報酬等 

（１）議員報酬、特別職給与 ⇒ 令和６年４月１日から議員報酬を改正            

区 分 月  額 改 正（月額） 増減額 

議   長 ２１８，０００円 ２９０，０００円 ＋７２，０００円 

副 議 長 １７４，０００円 ２３４，０００円 ＋６０，０００円 

委 員 長 １６０，０００円 ２２０，０００円 ＋６０，０００円 

議   員 １５６，０００円 ２１４，０００円 ＋５８，０００円 

町   長 ６９１，０００円  

副 町 長 ５６４，０００円  

教 育 長 ５１７，０００円  

 

（２）議員期末手当 

   報酬月額に１００分の１１５を乗じて得た額に、次の率を乗じる 

      ６月 １００分の１６０   １２月 １００分の１７５ 

 

（３）議員費用弁償 

   ① 招集に応じ、又は委員会に出席したときは費用弁償として 

日額１，２００円を支給 ⇒ 令和６年４月１日から廃止 

   ② 公務のため旅行したときは費用弁償として旅費を支給 

 

（４）日当（県外のみ）、宿泊料及び食卓料 ⇒ 令和７年４月１日から改正 

   日 当（１日につき）  ２，４００円 ⇒ 廃止 

   宿泊料（１夜につき） １３，１００円 ⇒ 宿泊料（特別職の例による） 

   食卓料（１夜につき）  ２，４００円 ⇒ 宿泊手当 ２，４００円 

 

（５）政務活動費 ⇒ 令和６年４月１日から新規制定 

   議員１人につき年額６０，０００円 

政務活動に要する経費 

項  目 内     容 

調査研究費 町の事務、地方行財政に関する調査研究等の経費 

研 修 費 研修会開催、参加等の経費 

広 報 費 議員活動、報告等の経費 

広 聴 費 住民要望、意見聴取、住民相談等の経費 

要請・陳情活動費 要請、陳情活動等の経費 

会 議 費 各種会議の開催、参加等の経費 

資料作成費 資料等の作成経費 

資料購入費 図書、資料等の購入経費 
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４ 議会運営 

（１）議案は、定例会は約２週間前に、臨時会は約１週間前に端末へアップ予定 

 

（２）議会開会状況          （令和７年１月１日～１２月３１日） 

  定  例  会   臨  時  会      計 

開会回数 会期日数 開会回数 会期日数 開会回数 会期日数 

４ ３２ ２ ２ ６ ３４ 

 

（３）付議事件等           （令和７年１月１日～１２月３１日） 

区  分 定  例  会 臨  時  会 計 

 

町

長

提

案 

条   例 ２８  ０  ２８  

予   算 ５１  １  ５２  

決   算 ４  ０  ４  

専 決 処 分 ４  ０    ４  

そ の 他 ２４  ４    ２８  

計  １１１  ５  １１６  

 

議 

員

提

案 

条   例   ２  ０     ２  

請   願  ４  ０     ４  

意 見 書    ５  ０    ５  

決   議    １  ０     １  

そ の 他    １  ０     １  

計    １３  ０     １３  

総  計 １２４  ５  １２９  

 

（４）一般質問                  （令和７年１月１日～１２月３１日） 

区  分 ３月定例会 ６月定例会 ９月定例会 12 月定例会 計 

質 問 者 ８人 ５人 ８人 ５人 ２６人 

※一般質問は、ユーチューブにて定例会後３週間を目安に動画配信を開始します。 

 

（５）請願・陳情           （令和７年１月１日～１２月３１日） 

区  分 採  択 不 採 択 継続審査 そ の 他 

請  願 ４ 0 ０ ０ 

陳  情 ０ ０ ０ ０ 

※請願：内容により常任委員会へ付託し、委員会での審査後、本会議で採択の議決

が行われます。 

 陳情：基本的には、陳情書の写しを全議員に配付しています。 

※請願・陳情の件数は、定例会・臨時会で審議された件数となります。 
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（６）傍聴人                   （令和７年１月１日～１２月３１日） 

区  分 ３月定例会 ６月定例会 ９月定例会 12 月定例会 計 

傍 聴 人 ４９人 ２９人 ２５人 １１人 １１４人 

 

（７）会議録 

区  分 定 例 会 臨 時 会 全員協議会 

記 録 方 法 CD－R による ＣＤ－Ｒによる ＣＤ－Ｒによる 

編 集 方 法 全文記録 全文記録 全文記録 

調 整 方 法 業者委託 業者委託 業者委託 

 

（８）議会広報（名称 議会だより みのぶ） 

発 行 回 数  年４回 定例会ごと（議会終了後、翌々月の１日発行） 

発 行 部 数  ４，６００部（全戸配布） 

編 集 方 法  編集委員会６人、原稿、写真等は委員が用意する。 

そ の 他  ホームページに掲載 

 

（９）議会事務局 

   平成１６年９月２２日設置 職員数３人 

   兼務 監査委員事務局 
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５ 開かれた議会 

（１）町民と議員との懇談会 ※平成２６年度より開催 

   年２回、旧町単位の３会場で計６回、３月定例会後（５月頃）と９月定例会

後（１１月頃）に開催しています。３月定例会後では予算についての報告、９

月定例会後では決算についての報告も併せて行っています。 

   近年では、参加者が少ない状況ではありましたが、議員の通知・呼びかけ活

動により参加者が増加傾向となっています。 

※令和２年～３年及び令和４年５月はコロナ禍のため未開催でしたが、令和

４年１１月から再開しています。 

 

※令和６年から、５月開催については従来どおり旧町単位（３会場）で開催

し、１１月・１月に分け、「ふれあい懇談会」と題して、各区・集落等を

単位に旧町で２箇所ずつを予定して開催を計画してまいりましたが、令和

８年度は、「町民と議員との懇談会」は「ふれあい懇談会」とし、各議員

が幹事となり、年１２回の開催を目指します。また、団体との懇談会は、

これまでどおりの懇談会形式での開催とし、２年程度実施後に、アンケー

ト等により検証を行い、開催方法を検討していく予定です。 

 

（２）各種団体と議員との懇談会 ※平成２８年度より開催 

   年２回、各常任委員会が交互に担当し、開催しています。 

年 月 団 体 名 年 月 団 体 名 

Ｈ２９．２ 民生委員児童委員 Ｈ２９．７ 消防団 

Ｈ３０．１ 身体障がい者福祉会 Ｈ３０．７ 農業委員会 

Ｈ３１．２ ぬくもりの会 Ｒ １．７ 身延工業団地工業会 

Ｒ ２．２ ボランティア連絡協議会 ※以降はコロナ禍のため未開催。 

（令和５年７月から再開） Ｒ ５．７ 猟友会 

Ｒ ６．２ 中止 Ｒ ６．７ 身延ユナイテッドＳＣ 

Ｒ７．１２ ふれあい座談会開催 Ｒ ７．７ 身延町観光協議会 

 

（３）議会基本条例 

   議会基本条例が、令和元年９月定例会で可決され、１０月１日から施行して

います。この条例により、より開かれた議会、町民の皆様に親しんでいただけ

る議会、気軽に話しかけてもらえる議会を目指しています。議員間による討議

を活発に行うことにより、町政の監視、評価、政策立案、提言等を積極的に行

っていくこととしています。 

   今後も、議員一人ひとりが自覚を持ち、この条例を順守するとともに、    

定期的に検証し、見直しを行いながらより良い議会を目指します。 
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（４）会派規程（内規） 

   会派規程については、会派が結成できることのみを内規として制定し、令和

５年８月１日から施行しています。この規程では、調査研究及び自由討議を基

に議会議員の資質向上、議会の活性化及び政策提言の実現性の向上に資するた

め、会派を結成することができることとしています。 

※内規として制定していますので、会派の議会基本条例への項目記載や、政務

活動費の会派への支給はありません。 

 

【会派結成状況】                   令和８.４.１現在 

会派の名称 結成日 

（変更日） 

構成人数 

（変更） 

代表者 所属議員 

未来みのぶ R5.8.26 

 

（R6.12.23） 

３名 

 

（4 名） 

遠藤 公久 伊藤 雄波 

佐野  昇 

深山 光信 

R7.11.28 4 名 

  ※R7.11.28：議員改選後、同一メンバーで結成届を受理 
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６ 議会の主な取組状況 

年 月 内   容 

平成 16 年 9 月 下部町・中富町・身延町が合併（9 月 13 日） 

合併特例により議員数４２人 

（旧下部町１４人、旧中富町１２人、旧身延町１６人） 

平成 17 年 7 月 議員定数・選挙区等条例を制定 

定数２０人（H17.11 から適用） 

（下部選挙区６人、中富選挙区５人、身延選挙区９人） 

平成 2１年 6 月 議員定数条例を制定 

定数２０人⇒１６人（H21.11 から適用） 

（選挙区を廃止） 

平成 21 年 12 月 議会活性化等調査健康特別委員会を設置 

平成 23 年 9 月 委員会条例を改正（H23.11 から適用） 

３常任委員会（総務、教育厚生、産業建設） 

   ⇓ 

２常任委員会（総務産業建設、教育厚生） 

平成 25 年 3 月 議員定数条例を改正 

定数１６人⇒１４人（H25.11 から適用） 

平成 26 年 11 月 町立中学校新校舎建設推進検討特別委員会を設置 

平成 27 年 9 月 まちづくり検討特別委員会を設置 

平成 30 年 3 月 委員会条例を改正（H30.3 から適用） 

２常任委員会（総務産業建設、教育厚生） 

   ⇓ 

３常任委員会（総務産業建設、教育厚生、予算決算） 

平成 30 年 9 月 議会基本条例策定特別委員会を設置 

令和元年 9 月 議会基本条例を制定 

令和 2 年 3 月 議員報酬適正化検討特別委員会を設置 

令和３年 11 月 議員タブレット端末導入・運用開始 

令和 4 年 3 月 議会改革推進特別委員会を設置 
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６ 議会の主な取組状況（つづき） 

年 月 内   容 

令和６年４月 議員報酬改定（月額） 

 ・議 長 218,000 円 ⇒ 290,000 円（＋72,000 円） 

 ・副議長 174,000 円 ⇒ 234,000 円（＋60,000 円） 

 ・委員長 160,000 円 ⇒ 220,000 円（＋60,000 円） 

 ・議 員 156,000 円 ⇒ 214,000 円（＋58,000 円） 

費用弁償日額支給（1 日当たり 1,200 円）の廃止 

政務活動費の制定（年額） 1 議員当たり 60,000 円 

令和 7 年 4 月 議員定数条例を改正（R7.11 から適用） 

定数１４人⇒１２人 

委員会条例を改正（R7.11 から適用） 

 総務産業建設常任委員会 定数 ７人⇒ ６人 

 教育厚生常任委員会   定数 ７人⇒ ６人 

 予算決算常任委員会   定数１４人⇒１２人 
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７ その他（参考資料） 

（１）歴代議長名 

区分 氏  名 就任年月日 退任年月日 

初代 伊藤 春三 Ｈ１６．９．１２ Ｈ１７．７．２２ 

２代 松木 慶光 Ｈ１７．１１．４ Ｈ２０．９．１６ 

３代 穂坂 英勝 Ｈ２０．９．１６ Ｈ２１．１０．３１ 

４代 望月 広喜 Ｈ２１．１１．５ Ｈ２３．９．１６ 

５代 福與 三郎 Ｈ２３．９．１６ Ｈ２５．１０．３１ 

６代 河井  淳 Ｈ２５．１１．６ Ｈ２７．１１．２６ 

７代 野島 俊博 Ｈ２７．１１．２６ Ｈ２９．１０．３１ 

８代 柿島 良行 Ｈ２９．１１．６ Ｒ ３．１０．３１ 

９代 上田 孝二 Ｒ ３．１１．８ Ｒ ７．１０．３１ 

１０代 伊藤 達美 Ｒ ７．１１．６ 在任中 

 

（２）歴代副議長名 

区分 氏  名 就任年月日 退任年月日 

初代 松木 慶光 Ｈ１６．９．１２ Ｈ１７．１０．３１ 

２代 中野 恒彦 Ｈ１７．１１．４ Ｈ２０．９．１６ 

３代 川口 福三 Ｈ２０．９．１６ Ｈ２１．１０．３１ 

４代 伊藤 文雄 Ｈ２１．１１．５ Ｈ２３．９．１６ 

５代 望月 秀哉 Ｈ２３．９．１６ Ｈ２５．１０．３１ 

６代 野島 俊博 Ｈ２５．１１．６ Ｈ２７．１１．２６ 

７代 深澤  勝 Ｈ２７．１１．２６ Ｈ２９．１０．３１ 

８代 広島 法明 Ｈ２９．１１． ６ Ｒ ３．１０．３１ 

９代 伊藤 達美 Ｒ ３．１１． ８ Ｒ ７．１０．３１ 

１０代 遠藤 公久 Ｒ ７．１１． ６ 在任中 
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（３）議員名簿                 （令和８年４月１日現在） 

議席 

番号 
氏名
ふりがな

 地区 生年 
当選 

回数 
備考（主な役職） 

１ 遠藤
えんどう

 一彦
かずひこ

 中山 S35 1 

教育厚生常任委員会 副委員長 

・予算決算常任委員会 委員 

・議会広報編集委員会 委員 

・早川町・身延町・南部町医療事務組合議

会 議員 

・峡南広域行政組合議会 議員 

・山梨西部広域環境組合議会 議員 

２ 望月
もちづき

  俊
しゅん

 三澤 S61 1 

・教育厚生常任委員会 委員 

・予算決算常任委員会 委員 

・議会広報編集委員会 委員 

・飯富病院組合議会 議員 

・切坂山恩賜県有財産保護組合議会 議員 

３ 羽賀
は が

 勝之
かつゆき

 下山 S36 1 

総務産業建設常任委員会 副委員長 

・予算決算常任委員会 委員 

・議会広報編集委員会 委員 

・峡南衛生組合議会 議員 

４ 山下
やました

 利彦
としひこ

 飯富 S31 2 

教育厚生常任委員会 委員長 

・予算決算常任委員会 委員 

・議会運営委員会 委員 

・飯富病院組合議会 議員 

５ 佐野
さ の

  昇
のぼる

 角打 S30 2 

予算決算常任委員会 委員長 

・総務産業建設常任委員会 委員 

・議会運営委員会 委員 

・議会広報編集委員会 委員 

・飯富病院組合議会 議員 

6 深山
ふかやま

 光信
こうしん

 常葉 S51 2 

議会広報編集委員会 委員長 

・教育厚生常任委員会 委員 

・予算決算常任委員会 委員 

・議会運営委員会 委員 

・早川町・身延町・南部町医療事務組合議

会 議員 

・峡南衛生組合議会 議員 

7 市川
いちかわ

  司
つかさ

 相又 S31 2 

予算決算常任委員会 副委員長 

議会広報編集委員会 副委員長 

・教育厚生常任委員会 委員 

・飯富病院組合議会 議員 

・後期高齢者医療広域連合議会 議員 
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議席 

番号 
氏名
ふりがな

 地区 生年 
当選 

回数 
備考（主な役職） 

8 佐野
さ の

 知世
ち せ い

 下部 S32 2 

総務産業建設常任委員会 委員長 

・予算決算常任委員会 委員 

・議会運営委員会 委員 

・峡南広域行政組合議会 議員 

・切坂山恩賜県有財産保護組合議会 議員 

9 伊藤
い と う

 雄波
お な み

 車田 S31 3 

議会運営委員会 委員長 

・総務産業建設常任委員会 委員 

・予算決算常任委員会 委員 

・飯富病院組合議会 議員 

・切坂山恩賜県有財産保護組合議会 議員 

１0 上田
う え だ

 孝二
こ う じ

 三澤 S30 4 

議会運営委員会 副委員長 

・総務産業建設常任委員会 委員 

・予算決算常任委員会 委員 

・峡南衛生組合議会 議員 

・監査委員 

11 遠藤
えんどう

 公
きみ

久
ひさ

 身延 S43 2 

副議長 
・総務産業建設常任委員会 委員 

・予算決算常任委員会 委員 

・早川町・身延町・南部町医療事務組合議

会 議員 

・峡南衛生組合議会 議員 

１2 伊藤
い と う

 達
たつ

美
み

 西嶋 S25 3 議長 

任期：令和７年１１月１日～令和１１年１０月３１日 

   ※青色：組合議会 
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身延町公式マスコットキャラクター「みのワン」 

町内の見どころ紹介コーナー 

 

身延山久遠寺やクラフトパークの桜 

千円札の裏面撮影地「本栖湖」 

身延山久遠寺境内 

和紙漉き体験「西嶋和紙の里」 

砂金採り体験「金山博物館」 

特産「あけぼの大豆」 

下部温泉郷 



 18 / 18 
 

 

町章 

 

 
 

平成１７年１２月１日制定 

 

 

町のシンボル 

 

                  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年１０月１日制定 

      

町の木 シダレザクラ 町の鳥 ブッポウソウ 

町の昆虫 ホタル 町の花 ヤマユリ 


